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学びを応援！                               ２０２４年 ３月号 

ラーニング・ワン小岩校 Ｌ1 通信 

合格速報・途中経過の教室掲⽰です。 志望⾼校合格のＶサイン.おめでとうございます。Ｃ君とお⽗様 

 

■4 ⽉ 14 ⽇(⽇) 御茶ノ⽔会場（中学校のみの相談会）     ■4 ⽉ 28 ⽇(⽇)錦糸町会場 

予約受付は 3/28（⽊）〜 4/28（⽇）詳しくは後⽇、お知らせいたします。 

◆  塾長から保護者の皆様へ ご挨拶 ◆ 

寒さの中にも春の訪れを感じる頃となりました。 
⾼校⼊試も残すところ、都⽴⾼の⼀般⼊試（2 ⽉ 21 ⽇）だけとなりましたが、受験⽣の皆さんは最後まで全⼒で取り組
みました。 皆さんの明るい未来を⼼から願っています。 
 さて、新しい学年が春期講習会からスタートします。この時期は緊張と期待が⼊り混じる⼤切な時期です。 
お⼦さまの努⼒と頑張りを私たち塾⻑・講師⼀同、⼀⽣懸命サポートし、応援して参ります。 
⼊試という⼀つの試練を乗り越えたお⼦さまは⼀回り⼤きく成⻑しました。これから先は、結果に拘われず⾃信を持って臨ん
でもらいたいと思います。 塾での授業は中学・⾼校準備講座に、都⽴⾼受験⽣はラストスパートに⼊ったところです。 
3 ⽉ 2 ⽇(⼟)午後 4 時からラーニング・ワン⼩岩校の⼊試報告会を開催する予定です。皆様のご参加、お待ちいたします。 
 

4 ⽉から「ことばの学校」を開講する予定です。お⼦さまの国語⼒強化に資するものと確信しています。これにより他の科
目も理解が深まります。 ご期待ください。 3 ページに詳しく記載しています。⼀読ください。 

ラーニング・ワン 塾⻑ 尾川ヨシ⼦ 
講師⼀同  
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☆子どものやる気を引き出す！親のアプローチ「子どもの嘘との付き合い方！☆ 

⼦どもはよく嘘をつきます。嘘と分かる嘘をついて失笑を買う場合もありますし、巧妙な嘘をついて上⼿く困難を乗り切る場合も
あります。親として⼦どもの嘘をどう考えるかですが、基本的には⼦どもの嘘に上⼿く付き合ってあげることです。 
何でもかんでも嘘はいけないと目くじらを⽴てることはありません。嘘も⽅便と⾔いますが、しかし、⾒過ごしてはいけない嘘もあり
ます。例えば誰かを陥れるような嘘です。⾃分の間違いを友達のせいにして、事実を誤魔化そうとする嘘は⾒逃してはいけ
ません。親が⼦どもの説明に違和感を持つのであれば、そこはしっかりと聞き質すことも必要です。会話の例︓⺟「先⽣から電話
があったよ、B 君と喧嘩したんだって︖」 A 君「うん。」 ⺟「どうして喧嘩になったの︖」 A 君「B が急に殴ってきたんだ。」 ⺟「そ
うなんだ︖‥‥で、あなたはどうしたの︖」 A 君「頭にきて殴り返した。」 ⺟「それで喧嘩になったの︖」 A 君「B が悪いんだ、俺
のこと⾺⿅にするから。」 ⺟「もう⼀度聞くけど、何で喧嘩になったの︖何で B 君は急に殴ったの︖何かあったから B 君は殴った
わけでしょう、そうじゃなきゃ、⼀⽅的に B 君が悪いのね。」 A 君「え〜‥」 ⺟「しっかり説明しなきゃダメよ。今のじゃ、B 君だけ
が悪いって聞こえるわよ。喧嘩の原因は B 君のせいだけなの︖違うでしょ。他⼈のせいにして、⾃分は悪くないなんて⾔おうとしち
ゃダメ、喧嘩はどっちにも原因があるものなんだから。わかったら正直に話してごらん。」 A 君「わかったよ‥‥」 ⼦どもの嘘を嘘と
断罪することはありませんが、親がリードして正直に話せるようにしてあげることも必要な事です。⾒逃してはいけない嘘の⼀つ
は、⾃分をかばおうとして他⼈を悪者にしようとするものです。意図的でない場合もありますが、ここを⾒逃さないようにしましょう。 

（字が混み合い、読みづらくて申し訳ありません） 

★春期講習から新学年の学習がスタートします★ 
ラーニング・ワン⼩岩校では、春期講習から新学年の学習カリキュラムをスタートいたします。 
春期講習期間：３月２７日(水)～４月４日(木) 1 学期授業開始は 4 月 6 日(土) 

授業の⽇程は、個別にご連絡いたします。 
新中学１年生、新高校１年生は一足早く先取り学習をスタートします！ 

４⽉から新しい環境での⽣活がスタートする新中学１年⽣、新⾼校１年⽣は、他の学年に 
先駆けて３⽉の通常授業（新⾼１は２⽉下旬）から数学・英語の新学年の学習範囲の先取り実施をいたします。 

★大学入試が難しくなる？！新高校３年生から始まる「新課程入試」とは？ 
２０２４年度は、⾼⼤接続改⾰の完成年、つまり、⼩１から⾼３までの全学年で新学習指導要領のカリキュラムでの授業
への切り替えが完了する年です。そして、新⾼校３年⽣が⼤学受験をする２０２５年度⼊試より、いよいよ「新課程⼊試
（新学習指導要領に基づいた内容の⼊試）」がスタートします。そこで、知っておいてほしいポイントをまとめました。 
新課程⼊試ポイント① 各⼤学の⼊試問題の難化が予想される 
いま皆さんが学んでいる新学習指導要領は、たとえば⾼３までに学習する英単語が旧指導要領より最⼤２０００語増加し
たり、プログラミングやデータ分析を学ぶ「情報Ⅰ」が⾼校の必履修科目に加わるなど、学ぶ量が格段に増えているため、各⼤学
の⼊試で受験科目や問題数の増加が予想されます。加えて、新指導要領は「思考⼒」「⽣きる⼒」を育むカリキュラムとなって
いるため、試験の内容も単純な知識問題ではなく資料を読み取る⼒、会話形式の⻑い問題⽂を読み取る⼒など応⽤⼒や状
況適応⼒・判断⼒を測る問題が増えることが予想されます。 
新課程⼊試ポイント② ⼤学⼊学共通テストの再編で、厳しい戦いに（⼀部紹介） 
国語   ︓表やグラフが掲載されたレポートなどの実⽤的な⽂章を読解する問題が１題追加。２００点満点は変わらず、

近代以降の⽂章が３題で１１０点、古⽂・漢⽂各４５点となり、試験時間は１０分増えて９０分に。 
数Ⅰ・A ︓選択問題がなくなり、図形・確⽴を含む全問必答に。 
数ⅡB・C︓「数Ⅱ・B・C」で１科目になり、数Ⅱだけの受験はできなくなりました。従来の数Ⅱ・B よりも 2 つ⼤問数が増加し、

試験時間は１０分増えて７０分に。選択問題では、数Ｂの「数列」「統計的な推測」数Ｃの「ベクトル」「平⾯上の
複素数平⾯」の４分野から３つを選択。つまり⽂系でも数Ｃの知識が必要に。 

変化に対応する⼒をつけるには、まずは学校の⽇々の授業を確実に理解し、定期テストでしっかり点が取れる学⼒を保つこ
とです。少しでも疑問や不安があれば、塾の先⽣にどんどん質問してください︕ 
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ラーニング・ワン 「ことばの学校」 4 月.無料体験受付け中です。 
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日 曜日 ３⽉の⾏事予定 （弥生） 日 曜日 ４⽉の⾏事予定 （卯⽉） 
1 ⾦ 都⽴⾼校⼀般⼊試 合格発表 1 ⽉ ☆春期講習会・5 日 
2 土 ラーニング・ワン ⼊試報告会 16 時開催 2 火 ☆春期講習会・6 日 
3 日 ひな祭り 3 水 ☆春期講習会・7 日 
4 ⽉  4 木 ☆春期講習会・最終日     清明 
5 火 啓蟄 5 ⾦  
6 水  6 土 ☆2024 年度 1 学期授業開始 
7 木  7 日  
8 ⾦  8 ⽉ ⼊学式 
9 土  9 火  

10 日  10 水  
11 ⽉  11 木  
12 火  12 ⾦  

13 水  13 土  

14 木  14 日 ☆みらい⼦ども進学フェア・御茶ノ水会場 

15 ⾦  15 ⽉  
16 土 ☆春期講習会.最終締め切り日 16 火  
17 日  17 水  

18 ⽉  18 木  

19 火 区⽴中学校卒業式 19 ⾦ 穀雨 

20 水 春分の日   ※【塾・有り】  20 土  

21 木  21 日  

22 ⾦ 区⽴⼩学校卒業式 22 ⽉  
23 土 ☆3 学期授業修了 英検 ESG 祭り第 4 回 23 火  
24 日 ※23 日（土）★卒業・⼊学パーティー︕ 24 水  

25 ⽉  25 木   
26 火  26 ⾦  

27 水 ☆春期講習会・初日  授業料⼝座振替日 27 土  
28 木 ☆春期講習会・2 日 28 日 ☆みらい⼦ども進学フェア・錦糸町会場 

29 ⾦ ☆春期講習会・3 日 29 ⽉ 昭和の日   ※【塾・有り】 
30 土 ☆春期講習会・4 日 30 火 授業料⼝座振替日 

31 日 春期講習会・中休み    

★２０２３年度 通常授業は３⽉２３⽇(⼟)が最終⽇です。 
★春期講習会期間︓３⽉２７⽇(⽔)〜４⽉４⽇(⽊)  3 ⽉ 31 ⽇(⽇) 中休み。 
★2024 年度 1 学期授業開始︓4 ⽉ 6 ⽇(⼟)。 
★⼩ 6・中 3 卒業.⼊学おめでとう︕パーティー︓3 ⽉ 23 ⽇(⼟)に⾏ないます。詳しくは後⽇お知らせします。 
★英検 ESG 祭り第 4 回︓3 ⽉ 23 ⽇(⼟)開催予定です。                       お楽しみに︕  
★⼊退室・授業内容のご報告・お知らせなど、メール（コミル）で発信しています。コミルを開いてお⼦さまの様⼦をご確認ください。 
   


